
19②第１分科会

②第1分科会
　新規導入　起業教育ワークショップ
　「全国高等学校ビジネスアイディア甲子園」の活用

大阪商業大学　経済学部　准教授
柴田　孝

　起業教育研究会の第１分科会は、「全国高等学校ビジネスアイディア甲子
園」への取り組みを検討いただいている先生方を対象に開催しております。
ビジネスアイディア甲子園に応募するにあたって、アイディアを考えて応募
用紙に表現していただくのですが、アイディアをどう考え出すかが大きな課
題となると思います。そこで、『高校生のための起業教育ワークブック』で
紹介しているブレインストーミングとKJ法を紹介しました。
　アイディアを考えていただくテーマを「お年寄りの方のニーズを考える」
として、１つめのワークでは「不便・不満・不足・不十分」という点からお
年寄りの方のニーズを考えて付箋に書き出し、グループメンバーで共有しな
がら、５つのルール（①とにかくたくさんのアイディアを出す。質より量。
②アイディアの批判をしない。「それは良くない」などと考えない。③どの
ような思いつきでもかまわない。④アイディア同士を組み合わせ、発展、飛
躍させる。⑤出されたアイディアの改善策や組み合わせなども歓迎する。）
のもとで考え出すことに取り組みました。続いて取り組んだ２つめのワーク
が、様々な意見をまとめてアイディアを生み出す方法であるKJ法です。で
てきたアイディアをキーワード化し、それをグループ化かつグループ間の関
連付けをおこなって、最後に文章化するというものです。２つのグループそ
れぞれが導いた結果を発表し共有することで別の視点を獲得することができ
ました。
　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園では応募においてチームでの応募
が可能です。アイディアの最初はメンバーの一人が気づいたものであったと
して、それを個人で完成度を高めて応募することもできますが、グループで
話し合い内容を濃くしていくこともできます。これは協働の理解やチーム
ワークの涵養につながるものと考えています。

引用文献
起業教育研究会編（2005）『高校生のための起業教育ワークブック』pp.92-94
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的である。ワクワクするのである。そんな町に住んでみたいとなるのである。
　最近では、地域の課題を改善するため、地元の人間が出資をして合同会社
を立ち上げ、空き店舗や空き家を改修してパン屋や蕎麦屋を開き、都会の移
住者を地域が受け入れる取り組み、いわゆる「０円起業」も出てきた。地域
課題を自らが解決していく。これが本来の地方創生ではないだろうか。
　若者が町に帰って来ないから、企業誘致をすると言う話をよく耳にする。
　しかし、邑南町のような高齢化率43%の町では、働き手を探すのも至難の
技だ。
　挙句の果てに、地方のインフラ事業である、建設・介護・医療の現場から
賃金の値上げによって人を奪っていく。僕は若者の仕事を作ることは否定は
しない。
　ならば、住民一人一人が昨年より年間１万円稼ぐことにより、邑南町で言
えば人口１万人×１万円で、１億円の金を稼ぐことになる。その金を町で使
うと年収300万の若者の仕事を（１億円÷300万）33人の仕事を作ることがで
きる。
　住民自ら稼ぎ、それを町で消費することで新たな仕事をつくる。
　その結果が、ここ３年で800人以上の若者が邑南町に移り住んだ要因の一
つである。
　いまは、田舎の方は暮らしに誇りが実感できる世の中だ。僕は「地方の誇
り=ビレッジプライド」だと考えている。
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} やり方 
◦ アイディアを1行見出し（キーワード、短文）にした付箋を作成 
◦ たくさんの付箋を分類しグループをつくる 
◦ グループ間の関連付けを行う 
◦ 出てきた結果を文章化する。	


}  アイディアの種ができたらそれを形にします。 
} 詰めていくポイントがいろいろあります。 

ユーザーは誰？	


どんな価値が？	


商品だったら 
どんな形・メカニズム？	


サービスだったら 
どんな仕組み？	


かかる費用は？	
このアイディアの特徴は？	


類似品は 
ありません
か？ 

ググろう！	


}  第1編（導入編）起業家精神を育てる 
◦  第1章　経済社会の変化と起業家精神 
◦  第2章　起業家精神と自己分析 
◦  第3章　新しい商品・サービスの開発と起業家精神 

}  第2編（基本編）・・・商品企画に挑戦！ 
◦  第4章　商品企画のステップ 
◦  第5章　日常生活における消費者ニーズを探る 
◦  第6章　消費者ニーズを充足するアイディア創出・企画書づくり 
◦  第7章　商品企画を伝え、企画を検証する 

}  第3編（応用編）・・・新しい課題に挑戦！ 
◦  第8章　アイディアコンテストに挑戦！ 
◦  第9章　地域の問題解決に挑戦！ 

第4編　技術編 
 

商品企画に関する技術 
 

情報収集 
アイディア発見・整理 
ネーミングや広告 
インタビュー	


配布は終了しましたが、ワークシートはダウンロードできます！	


大阪商業大学 経済学部 経済学科 
　准教授　柴田　孝 

} ４つの不（ＦＵ） 
◦ 不満・不足・不十分・不便 
◦ Fu-満・Fu-足・Fu-十分・Fu-便　⇒　４Ｆ 

 
} ４Ｆの観点から探してみよう！ 

 ワーク①お年寄りの４Ｆを考える 

} とにかくたくさんのアイディアを出す。質より量。 
} アイディアの批判をしない。「それは良くない」
などと考えない。 

} どのような思いつきでもかまわない。 
} アイディア同士を組み合わせ、発展、飛躍さ
せる。 

} 出されたアイディアの改善策や組み合わせな
ども歓迎する。	


}  お年寄りはどんなことで困っているでしょうか 
}  お年寄りはどんなことができたら助かるでしょうか 
}  お年寄りが普段していることは何でしょうか 

l  お年寄りの４Fを考えて、発表してください。 
l  出てきた意見を短く付箋に書きましょう。 
l  たくさん書いて、島の中央に見えるようにどん
どんおいてください。 

l  他の方の意見に着想を得て思いついたことを
どんどん発表しましょう。	


l  お年寄りの４Fを考え
て、発表してください。 

l  出てきた意見を短く付
箋に書きましょう。 

l  たくさん書いて、島の
中央に見えるようにど
んどんおいてください。 

l  他の方の意見に着想
を得て思いついたこと
をどんどん発表しま
しょう。	


ブレーンストーミングのルール 
}  とにかくたくさんのアイディア
を出す。質より量。 

}  アイディアの批判をしない。
「それは良くない」などと考え
ない。 

}  どのような思いつきでもかま
わない。 

}  アイディア同士を組み合わせ、
発展、飛躍させる。 

}  出されたアイディアの改善策
や組み合わせなども歓迎する。	


} KJ法・・・様々な意見をまとめてアイディアを生
み出す方法 

} やり方 
◦ アイディアを1行見出し（キーワード、短文）にした
付箋を作成 
◦ たくさんの付箋を分類しグループをつくる 
◦ グループ間の関連付けを行う 
◦ 出てきた結果を文章化する。	
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１　はじめに
　本校は、今年創立117年を迎える歴史と伝統を継承した県下最古の商業高
校であり、商業科と情報科が併設されています。本校の伝統訓「士魂商才」
は「人のため社会のために勇気と使命感を持って行動する精神」と「広く産
業社会に貢献しうる知性と能力」のことを指しています。「品位」と「活力」
ある校風の形成に努めるとともに人間としての在り方生き方の指導を推進し
ながら、「自分自身を厳しく錬磨し知性と能力を身に付けた有為な産業人」
つまり、豊かな社会の実現のために自己の才能を生かすことができる人材の
育成に努めています。
　教育目標
　　⑴　知・徳・体の調和のとれた豊かな心と健やかな体の育成
　　⑵　地域、家庭、学校の連携協力による明るく、活力ある、地域社会人

の育成
　教育の重点
　　⑴　自ら学ぶ意欲・態度の育成
　　⑵　命を大切にする心や倫理観・規範意識の育成
　　⑶　生徒一人一人の社会的・職業的自立に向けたキャリア教育の充実
　　⑷　豊かな心の育成
　　⑸　健康・安全教育の推進
　　⑹　「挑戦する力」、「活かす力」、「生きる力」の育成

〔学科の目標〕
　会計分野の専門知識を中心に、情報処理など他の分野の基礎的・基本的な
知識や技術を学ぶとともに、豊かで誠実な心を身に付け、経済社会のいろい
ろな場面で活躍できる人材を育成する。

③第２分科会
　起業教育ワークショップ
　「大垣商業高校の企業分析事例研究の取り組みと実践報告
　《高校生における『ユーレット』活用術》」

岐阜県立大垣商業高等学校
教諭　土本　繁

（現在は岐阜県立大垣養老高等学校勤務）

22

}  大学ＨＰに掲載してい
ますので、ダウンロー
ドして印刷して利用い
ただけます 

} 大阪商業大学のホームページでは起業教育に関する
情報発信を行っています。 
◦ 起業教育ホームページ 
https://ouc.daishodai.ac.jp/general/est_training/ 
◦ 全国高等学校ビジネスアイディア甲子園 
◦ 起業教育研究会	



